
おかげさま農場から産地の声をお届けする

「おかげさま通信」

★悪天候続きで泣いています

【産地情報】
◎長雨による生育不良と台風被害で特に葉物に被害が出ており、注文量によっては制限をさせて頂くかも
しれません。また、生育遅れにより人参の出荷開始日を11月11日(土)からとさせて頂きます。

ベテラン農家の高木さん。葉物を中心に手間をかけ
美味しい野菜を沢山作っています。
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今年の秋は何という天候でしょう。前半は
晴天が続きぐんぐん生育したのですが、9
月下旬からの悪天候続きで生育が遅れ、ど
のメンバーも困ってしまっています。

現在、大根、小松菜がお休み中ですが、ホ
ウレン草は今のところ出荷を続けています。
高木さんはハウスと露地の両方で作付けを
しており、これまではハウスで栽培したも
のを出荷をしてきました。「やっぱりハウ
スは管理がしやすいよ」と言います。ただ
今週からは露地物の出荷に切り替わります。
悪天候続きで生育が進まず、もしまた同様
の悪天候が続くとなるとホウレン草もお休
みになるかもしれません。
「今年は本当にしょうがないよ」と高木さ
んに限らず、全メンバーが言います。10
月にこれほどの長雨は前代未聞です。そし
て先週の台風では葉っぱが大風で振り回さ
れ摺れて痛んでしまいました。「こういう
のを葉っぱが泣いている、と言うんだよ。
葉の上の方が摺れて黒くなって枯れちゃう
んだ」
これから出荷する生育途中のものにも被害
が出ていて「野菜も泣いているけど、私も
泣いているよ」と苦笑い。
周りのメンバーも「あそこの土はいいぞ」
と言う地域で何十年も堆肥や有機肥料で土
の地力を整えてきた高木さん。土が出来た
畑とベテランの技をもってしても、これほ
どの悪天候ではどうにもなりません。出来
ることを最大限行い、あとはこれから晴天
が続くことを願うだけです。

おかげさま農場は「食は命」をテーマにしています。化学合成農薬や化学肥料を使わないこ
とを基本としています。

高木さんのホウレン草

・ホウレン草はメンバーの持ち回りで出荷していきます。

一方、これから出荷をする露地物は台風で葉っぱに
傷みが出てしまいました。

ハウスのホウレン草は台風被害も出ませんでした。


